
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

第
六
十
二
条
の
見
出
し
中
「
災
害
対
策
室
」
の
下
に
「
及
び
大
規
模
地
震
対
策
推
進
室
」
を
加
え
、「
災
害
対
策
調
整

官
及
び
首
都
直
下
地
震
対
策
官
」
を
「
緊
急
災
害
対
策
企
画
調
整
官
及
び
緊
急
災
害
対
策
派
遣
官
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
災
害
対
策
室
」
の
下
に
「
及
び
大
規
模
地
震
対
策
推
進
室
」
を
加
え
、「
以
内
並
び
に
」
を
「
以
内
、」に
、「
災

害
対
策
調
整
官
及
び
首
都
直
下
地
震
対
策
官
」
を
「
及
び
緊
急
災
害
対
策
企
画
調
整
官
」
に
改
め
、「
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」

の
下
に
「
並
び
に
緊
急
災
害
対
策
派
遣
官
八
十
八
人
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。）以
内
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）

の
規
定
に
よ
る
地
震
防
災
強
化
計
画
の
策
定
」
を
削
り
、「
及
び
首
都
直
下
地
震
対
策
官
」
を
「
並
び
に
大
規
模
地
震
対

策
推
進
室
並
び
に
緊
急
災
害
対
策
企
画
調
整
官
及
び
緊
急
災
害
対
策
派
遣
官
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項
及
び
第
九
項

を
削
り
、
第
七
項
を
第
九
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

４

大
規
模
地
震
対
策
推
進
室
は
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
に

よ
る
地
震
防
災
強
化
計
画
の
策
定
そ
の
他
の
大
規
模
地
震
対
策
に
関
す
る
事
務
で
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
係
る
も
の

の
総
括
に
関
す
る
事
務
（
交
通
に
関
連
す
る
大
規
模
地
震
対
策
に
関
す
る
事
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど

る
。

５

大
規
模
地
震
対
策
推
進
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
六
十
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

緊
急
災
害
対
策
企
画
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
防
災
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
管
理

及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
係
る
も
の
の
総
括
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

11

緊
急
災
害
対
策
派
遣
官
は
、
命
を
受
け
て
、
防
災
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
ま
さ
に
発
生

し
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
指
揮
監
督
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
十
五
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
及
び
住
生
活
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
官
」
を
「
、
住
生
活
サ
ー
ビ
ス
産

業
振
興
官
及
び
住
宅
国
際
対
策
官
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

住
宅
国
際
対
策
官
は
、
命
を
受
け
て
、
住
宅
政
策
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
国
際
関
係
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
に

つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
十
六
条
の
見
出
し
中
「
住
環
境
整
備
室
」
の
下
に
「
及
び
賃
貸
住
宅
対
策
室
」
を
加
え
、「
及
び
賃
貸
住
宅
対
策

官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
住
環
境
整
備
室
」
の
下
に
「
及
び
賃
貸
住
宅
対
策
室
」
を
加
え
、「
及
び
賃
貸
住
宅
対

策
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

賃
貸
住
宅
対
策
室
は
、
賃
貸
住
宅
（
公
営
住
宅
を
除
く
。）の
管
理
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

賃
貸
住
宅
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
七
十
七
条
の
見
出
し
中
「
並
び
に
」
の
下
に
「
住
宅
産
業
適
正
化
推
進
官
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
住

宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
官
」
を
「
住
宅
産
業
適
正
化
推
進
官
及
び
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム

推
進
官
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

住
宅
産
業
適
正
化
推
進
官
は
、
命
を
受
け
て
、
工
場
生
産
住
宅
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
適
正
な
建
設
及
び

供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
百
十
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
港
湾
利
用
調
整
官
」
の
下
に
「
、
特
定
港
湾
運
営
会
社
指
導
官
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
技
術
企
画
課
」の
下
に「
並
び
に
特
定
港
湾
運
営
会
社
指
導
官
」を
加
え
、「
除
く
。）」

を
「
除
く
。）。」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
特
定
港
湾
運
営
会
社
指
導
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
港
湾
物
流
戦
略
室
」
の
下
に
「
及
び
特
定
港
湾
運
営
会
社
指
導
官
」を
加
え
、

同
条
中
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

特
定
港
湾
運
営
会
社
指
導
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

港
湾
の
利
用
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
特
定
港
湾
運
営
会
社
（
港
湾
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）

第
四
十
三
条
の
二
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
港
湾
運
営
会
社
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う
埠
頭

群
の
運
営
の
事
業
の
効
率
化
及
び
高
度
化
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
、
指
導
並
び
に
関
係
行
政
機
関
そ
の
他
の
関

係
者
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
港
湾
の
運
営
に
関
す
る
事
務
で
重
要
事
項
に
関
す
る
こ
と
（
特
定
港
湾
運
営
会
社
に

関
す
る
こ
と
に
限
る
。）。

第
百
十
一
条
第
五
項
中「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）」を
削
る
。

第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
、
港
湾
工
事
安
全
推
進
官
、」を
「
一
人
、
港
湾
工
事
安
全
推
進
官
二
人
並
び
に
」に
改
め
、

同
条
第
九
項
中
「
港
湾
工
事
安
全
推
進
官
は
」
の
下
に
「
、
命
を
受
け
て
」
を
加
え
、「
つ
か
さ
ど
る
」
を「
分
掌
す
る
」

に
改
め
、
同
条
中
第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
一
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
九
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

港
湾
工
事
安
全
推
進
官
の
う
ち
か
ら
国
土
交
通
大
臣
が
指
名
す
る
者
を
首
席
港
湾
工
事
安
全
推
進
官
と
す
る
。

11

首
席
港
湾
工
事
安
全
推
進
官
は
、
港
湾
工
事
安
全
推
進
官
の
所
掌
に
属
す
る
事
務
を
統
括
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
八
号

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
及
び
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
土
交
通
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
保
全
指
導
室
」
を
「
営
繕
積
算
企
画
調
整
室
及
び
保
全
指
導
室
」
に
改

め
、「
、
営
繕
積
算
シ
ス
テ
ム
官
」
を
削
り
、
同
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八

項
中
「
積
算
技
術
」
を
「
積
算
に
関
す
る
技
術
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
七
項
を
削
り
、
第

六
項
を
第
八
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

営
繕
積
算
企
画
調
整
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

営
繕
工
事
に
係
る
積
算
に
関
す
る
技
術
的
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
営
繕
積
算
高

度
化
対
策
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

国
家
機
関
の
建
築
物
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
に
係
る
営
繕
工
事
に
係
る
積
算
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

３

営
繕
積
算
企
画
調
整
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
企
画
室
」
を
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
情
報
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の

企
画
及
び
立
案
並
び
に
当
該
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と

（
情
報
危
機
管
理
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
企
画
室
」
を
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

９

情
報
危
機
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
情
報
に
関
す

る
危
機
管
理
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
二
十
七
条
第
十
項
中
「
他
局
、
他
課
及
び
企
画
室
の
」
を
「
他
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
並
び
に
企
画
調
整
官
」
の
下
に
「
、
交
通
政
策
企
画
官
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
都
市
局
」
の
下
に
「
及
び
交
通
政
策
企
画
官
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
及
び
地

域
振
興
室
」
を
「
並
び
に
地
域
振
興
室
及
び
交
通
政
策
企
画
官
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

交
通
政
策
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
交
通
計
画
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
交
通
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
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